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 先日は「教育活動に関するアンケート」へのご協力ありがとうございました。いただいたご意見・ 
ご質問等について、学校の回答をお伝えします。 （記名された方へのご質問には個別に回答して
おりますので割愛しています） 【 Ｏpinion…意見,   Ｑuestion…質問,   Ａnswer…回答】 
 
１，学習について 
Ｏ・主体性を伸ばすことを重視してほしい。 ・やらされている学習ではなく、ペースや量にも柔軟
に対応してほしい。 ・チャレンジャ－ノートの活用法がよくわからない。 ・せっかくあるタブレ
ットをもっと活用し、ICT や DX も取り入れた教育活動に期待したい。 ・テスト問題について、
なぜその答えに行き着くのか問うテストに改善してほしい。 ・授業についていけない生徒、サ
ポートが必要な生徒への対応をお願いしたい。 

Ａ・授業改善について、教科部会や授業研究会等（外部機関を含む）を通して全教員が研鑽に努
め、生徒が「楽しくて、わかる・できる」を実感できる授業づくりに努めます。また、既習事項や社会
とつながる「探究型学習」をさらに推進し、全職員で授業力向上に努めていきます。 
・家庭学習について、来年度より今まで以上に主体的に取り組む『けテぶれ学習法』に学校全体
で取り組んでいきます。これは今までの一斉型とは違い、「計画→テスト→分析→練習」というサ
イクルに生徒自身が取り組み、自分に合ったペースで学習していくやり方です。学習の主体者
は生徒本人です。すでに試行している教科もありますが、来年度より取り組んでいきます。１，２
年生徒には３月７日の集会で伝えていますが、４月のオリエンテーションで詳しく説明します。 
・タブレット・ICT・学校 DX の活用について、今後もさらに情報収集や研修を重ね、有効活用でき
るように取り組んでいきます。タブレットは学習用具の一つとしてその効果を十分に活用できる場
面をさらに増やしていき、「個別最適な学び」に生かしていきます。 
・個別の指導については、授業の中で、また昼休みや放課後、テスト前の学習会で質問を通して
対応していきます。 
・教科の領域や学校内だけにとどまらず、外部講師の方から講話や実技指導をいただく場面を設
け、生徒の深い学びにつなげていきます。 

 
２，生活全般について 
Ｏ・生活のきまりに生徒の意見も反映させてほしい ・運動着登校可能な時期を早めてほしい
（通年にしてほしい） ・通学かばんの自由・軽量化を考えてほしい(縦長型にしてほしい)   

・半袖運動着を黒紺などにしてほしい ・運動着を変更してほしい ・寒い時、制服の上からのカ
ーディガン等の着用も認めてほしい。  
Ａ・生活のきまりについては、毎年生徒会が中心となって全校生徒の意見を聞き検討しています。 
 ・運動着登校については、近年の暑さも考慮に入れ早めに設定にしていきたいと思います。  
・通学カバンについては、来年度の新入生より、背負いタイプであれば指定なしにしています。 
新２，３年生についても今までのカバンはもちろん、背負いタイプであれば指定はありません。 
・半袖運動着等については、生徒や保護者の意見を聞きながら、今後検討していきます。 

 
３，教職員の対応について 
Ｏ・学校と保護者との連絡がなかなかできていない。もう少し気軽に連絡をとれる環境にしてほ
しい。 ・生徒の話をよく聞いてください（理解してあげてください）。 ・生徒に対して平等に接して
ほしい。 ・欠席した際、気にかけてくださり夜連絡をいただきありがとうございます。 ・生徒間の
問題にもすぐに対応してくれて感謝しています。 



 
 
 
Ａ・学校への相談は担任だけでなく、学年や他学年の教員、またスクールカウンセラーなど、いろい
ろな窓口がありますで、電話や来校等でご相談ください。授業日及び長期休業中の職員勤務日
であれば日中のどの時間でも対応します。担当教員が授業中や不在の場合は、ご都合を聞き、
折り返し連絡します。 
・生徒の話をよく聞き、励ますのが生徒指導の原点だと考えています。生徒に信頼され、寄り添っ
た指導ができるように努めます。何かお気づきの点がありましたら学校までご連絡ください。 

 
４，生徒会活動・学校行事について 

Ｏ・生徒会活動や SDGｓ活動は生徒主体となっていてよい。 ・鹿児島の武中との交流は続け
てほしい。 ・合唱祭の合唱は素晴らしかった。 Q・合唱祭での保護者いったん退出は必要
ですか。検討いただきたい。 

Ａ・生徒会活動は生徒会執行部が中心となり、二中がさらに良くなるように全校生徒の力を借りて
主体的に取り組んでいます。また、SDGｓ活動については、「つるおかＳＤＧｓ推進パートナー」登
録をきっかけに、さらに生徒会を中心としたアルミ缶やペットボトルキャップの回収、広島平和学習
のみならず他の活動にも広げていく予定です。 
・庄内藩と薩摩藩の結びつきを契機とする、昭和５０年に交わされた本校と武中学校の兄弟校盟約
は再来年で５０周年になります。（令和７年度は二中が武中を訪問予定です） 
・荘銀タクトの入場者数にはまだ制限があります。保護者の鑑賞もお子様の学年のみでした。兄弟
姉妹のいる保護者の方にも、学年間のリハーサル中でしたのでいったんご退出いただきました。 

 
５，部活動について 

Ｏ・部活の地域移行について説明が欲しい。 ・部活動のコーチは子どもの気持ちを理解できる
人を選んでほしい。 ・顧問は部活動へどこまで参加できるのか。 

Ａ・今年度は休日部活動の地域以降 1 年目でした。来年度につきましても、市校長会のガイドライ
ンに沿った本校の方針を提示し、4月と 9月に「部活動地域移行会議」を開催する予定です。 
・外部コーチの方々は、学校からの委嘱でお願いしています。人選および指導の基本方針につい
ても毎年度確認していきます。  
・今年度より、顧問の指導は平日に限られますが、平日の指導および休日の連絡・調整等は今まで
どおり顧問が担当します。学校職員の働き方改革からの観点も含めて、改めて PTA総会等で説
明させていただきます。 

 
６，制服について 

Ｏ・ブレザータイプにかえてほしい。 ・ジェンダーの観点からもかえたほうがいい。 ・学ラン/セ
ーラー服のままがいい ・弟が着るのでかえないでほしい 

Ａ・見直し/存続それぞれの意見がありました。改めまして生徒及び保護者のご意見を聞き、見直し
た方がいいという声が多かった場合、選定委員会を立ち上げて検討していきます。 

 
７，その他 

Ｑ・土曜日に学校行事をすると月曜日が振休になって遊びやスマホなどいいことがないので、
平日開催にできないか。 
Ｏ・朝読書を復活してほしい。 ・学校からの連絡が届かないのでメールでほしい。 

Ａ・来年度の学校行事はすべて平日開催を予定しています。中体連主催の地区総体(６月)と地区
新人大会(９月)は土日開催ですので月・火曜日が振替休日となります。 
・来年度の日課表は８:１５登校完了、８:２０朝の会、８:４０ １校時開始と、今年よりゆとりを持たせま
すが、朝読書の時間は設定していません。朝に限らず読書の推奨は続けていきます。 
・学校からの文書に加え、メール配信および学校ホームページを活用し、文書・月予定各種おたよ

り等を定期的にアップロードすることも考えていきます。 
 


